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☆「ともに」 共有（２）

学校との連携
子どもたちの、園での遊びの様子や体験の内容を伝えたり、就学してからの学びのつながりを検証したり、幼

児と児童や生徒との交流など、学校との連携の工夫を重ねている園があります。また、子どもたちの興味や探究
を学校と共有し、活かした連携は、子どもたちの育ちを支え、主題につながるより豊かな体験が期待できます。

学びのつながりを共有する展示

保育者の思い・作成の工夫
小学生が、「幼児の時に経験したヒマワリ迷路の

ことを思い出しながら見てほしい」「自分よりも背
の高いヒマワリに囲まれ、楽しんでいる様子を伝え
たい」と、作成した。ヒマワリの高さが分かる写真
を選択し、園のヒマワリも載せた。

〈小学校教員から〉
３年生：理科「植物を育てよう」

「1.5 ㎝くらいの種は２ｍくらいに育つのかな？」
「一粒の種を植えると 1000 粒くらいの種が採れる
のかな？」など、子どもたちは、ヒマワリが自分
よりとても大きい植物だということを就学前の経
験から知っているので、科学的に考えて、数値に
していく場面では、容易にイメージを膨らませる
ことができた。

参考事例：あやうたこども園（P.22）

幼児と児童の手紙交換

同学区内の小学１年生の担任が、「今日、給食で
食べたスイカの種を、子どもたちが水に入れたん
ですよ！」と教えてくださった。事前に、昨年の 5
歳児のスイカ作りを通して育った「科学する心」の
姿をお話していたことから、共有したことを活かし
て、子どもたちに寄り添い発想を取り入れてくだ
さった。在園中、浮く種と沈む種があることを発見
した子どもたちが、学校でも試した姿であった。こ
こから、1 年生と 5 歳児との手紙のやり取りがス
タートした。

参考事例：赤湯幼稚園（P.31）

５歳児からの手紙

１年生からの手紙

教育活動を深める連携の積み重ね

〇 校区の幼稚園・小学校・中学校が、連絡会議、授
業研究などを通して、様々な切り口や視点から、
子どもたちの成長を捉え、学びのつながりを考え
ている。

〇 保育者は、小学校、中学校とも「学びのつながり
の検証」を求めて、積極的に情報を伝え合って行く。

小 学 校 の 担 任 か
ら：卒園児が、学
校での授業に生き
生きと参加し、積
極的に行動する姿
を報告いただく。

小学校・中学校との
合同研究会

子どもの興味や探究に応えた交流・
出前授業や教材を借りる支援など

参考事例：新堂幼稚園（P.16） 


